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ルマに座礁した標本に基づき、学名 Balaenoptela edeni と名付けられたのが最初であった。
一方、南アフリカのダーバンで捕獲されたイワシクジラの中からも新種が発見され、Olsen 
(1913)によって、学名 B. brydei と名付けられた。その後、Junge(1950)の頭骨形態の比較
分析によって両者は同種であるとの提案がなされ、さらに Omura (1959)、Best(1960)らの
研究の進展により、これらは、イワシクジラと異なる種「ニタリクジラ」として、一般に
学名 B. edeni, 英名 Bryde’s whale に統一された。我が国においても、少なくとも 1800 年
代の古式捕鯨の時代から捕獲されてきた歴史があるが(Omura, 1977)、長らくイワシクジラ
と混同されており、日本の捕獲統計でニタリクジラがイワシクジラから区別されて記載さ






い違いは、上顎にある稜線である(Omura and Fujino, 1954, Omura, 1962)。イワシクジラ
を含むナガスクジラ類には、通常、上顎先端から噴気孔前方にかけて、体軸に沿って 1 本
の稜線（すじ状の高まり）がみられるが、ニタリクジラはこの稜線の左右にも副稜線と呼





り(Soot-Ryen, 1961)、さらにアイソザイムや mtDNA 分析などの分子生物学的な研究手法
の進展に伴い、種の分類に疑問が残されてきた（Wada and Numachi, 1991; Dizon, et al., 
1998: Yoshida and Kato,1999)。このような状況を受けて、水生哺乳類の分類体系と学名を
包括的に再検討した Rice (1998)は、ニタリクジラの学名として再び B. edeni と B. brydei
の２つを列記し、分類を確定せず、少なくとも 2 種が存在する可能性があるという暫定的
な認識を提唱した。さらに近年、mtDNA と頭骨形態の分析によって、Wada, et al.(2003)
より、B. edeni と B. brydei はやはり別種であり、前者を英名 Eden’s whale, 後者を従来の
Bryde’s whale とする論文が発表された。しかし、B. edeni と B. brydei については、前者
の方が、体長がやや小さいこと以外に、外部形態の違いは明らかでなく、分布の実態や世
界各地に見られる小型のニタリクジラとの関係についてもはっきりとわかっていない。こ





一般にニタリクジラは、世界各洋の北緯 40 度から南緯 40 度にかけて、およそ表面水温











鯨(1946-1952 年、1971-1979 年)や旧ソ連の母船式捕鯨(1970-1979 年)によって、また三陸
や和歌山沖、小笠原諸島近海では基地式の大型捕鯨(1946-1987 年)によって捕獲がなされ、
1946 年から 1987 年までの 41 年間で、合計約 1 万 7 千頭（年間平均約 400 頭）が捕獲さ
れた(Ohsumi, 1993)。この系群からの商業的捕獲は北太平洋から母船式捕鯨が撤退した




明瞭でないが）冬季が主体であり、 妊娠期間は約 11 ヶ月、約 4m で出生し 6 ヶ月の授乳
期間を経て約 7m で離乳し、性成熟に達する体長は雄で 11.0-11.4m、雌で 11.6-11.8m、そ





（Omura, 1962, 1977: Kawamura and Satake, 1976: Ohsumi, 1980）。この系群は、九州













































関する数多くの研究が精力的に行われた（Omura and Ohsumi, 1964; Ohsumi and Masaki, 

















ついては、国際水産資源研究所（旧遠洋水産研究所）が所蔵する 1955 年から 1987 年まで
の捕獲統計「NP froms」および「NORPAC」を用いた。さらに、補足情報として、1983
年から 1989 年の 8 月から 9 月にかけて国際水産資源研究所（旧遠洋水産研究所）が北太平
洋で実施した鯨類目視調査 23 航海によって得られた本種の発見記録を用いた。 
北太平洋における本種の全ての標識再捕記録を表 1.1 に示す。商業捕獲の最終年にあたる




様に、1971 年に旧ソビエト連邦によって標識された 1 個体も標識時にイワシクジラと記録
され、再捕時にニタリクジラと記録された。これらは、ニタリクジラとイワシクジラの外




(Kishiro, et. al., 2000)、また捕獲個体のアイソザイム分析によっても種が確認されている
ことから(Wada and Numachi, 1991, Wada, 1996)、少なくとも再捕時にイワシクジラと誤
って記録されることはなかったものと考えられる。これらの点から、本章では、表 1.1 に示




北太平洋における鯨類への標識は 1949 年に開始されたが(Omura and Ohsumi, 1964)、
前述のように、1971 年までは、標識時にニタリクジラとイワシクジラは区別されていなか




1.1 と表 1.3 に示す。同期間中、有効に標識されたニタリクジラの頭数（標識銛の発射時、
命中(H)と判定されたもの）は 537 頭であった。標識を行った時期と海域は、2 月から 9 月
にかけて、北緯 10 度以北の捕鯨漁場周辺海域で操業船によって実施されたものが主体であ
った。また、1972 年から 1978 年にかけては、1 月から 3 月の間、および 10 月から 11 月






 本種は、我が国において、少なくとも約 200 年前の網捕り式の古式捕鯨時代から捕獲さ
れ、その後ノルウェー式の近代捕鯨の導入以降も捕獲が行われてきたが、1952 年まではイ
ワシクジラと区別されていなかった（Omura, 1977）。我が国において、捕獲統計上、ニタ
リクジラが独立に記録され始めたのは 1955 年からである(Omura, 1959)。ただし、Omura 
and Fujino (1954)、Ohsumi(1977)らは、1946 年から 1952 年の間に、小笠原諸島近海で行
われた日本の母船式操業で「イワシクジラ」として捕獲されたものも、捕獲された季節と
捕獲分布から、実際にはニタリクジラであったであろうと報告している。本章では、彼ら
の見解に従って、これらもニタリクジラとみなし、表 1.2 に、1946 年以降 1987 年までの
北西太平洋におけるニタリクジラの捕獲頭数を捕鯨漁場別に示す。なお表中には、旧ソビ
エト連邦の北洋母船式操業による捕獲頭数もあわせて示した。 










年間 300 から 500 頭が捕獲された(Yoshioka, 1988)。 
 一方、日本の太平洋側沿岸における基地式操業は、この間継続して行われ、母船式操業
が撤退した翌年の 1980 年には 307 頭の捕獲がなされた。しかし 1982 年以降、捕獲は年間
50 頭を下回り、1987 年を最後に操業が中止された。 
 図 1.2に、日本の北洋母船式操業(1971-1979年)、小笠原諸島近海の基地式操業(1981-1987
年)、および太平洋沿岸の基地式操業(1973-1987 年)の漁場分布を示す。これらの操業は、
毎年 4 月から 9 月にかけて行われた。図中には、9 月の平均表面水温の分布(気象庁, 
1989:1956-1985 年のデータより)、および 1983-1989 年に実施された鯨類目視調査による
ニタリクジラの発見分布をあわせて示した。 
 捕鯨漁場は、概ね北緯 22 度から北緯 43 度、西経 160 度以西の範囲に分布した。鯨類目
視調査は、より広い範囲をカバーしているが、ニタリクジラの発見は、北緯 40 度以北、西
経 160 度以東の海域では稀であった。漁場および目視調査による発見分布の北限は、表面









獲物性比について分析を行った。図 1.3 に、日本の母船式操業および基地式操業（1971 年
 9 
～1987 年）で捕獲されたニタリクジラについて、南北方向の緯度帯ごとにみた捕獲物性比
の月変化を示す。母船式操業による沖合漁場は 4 月から 9 月にかけて徐々に北上し、また
緯度が高いほど捕獲物に占める雌の割合が高かった。このような緯度帯間の性比の違いは、
沖合漁場では 5 月、6 月、7 月において、いずれも統計的に有意であった(カイ二乗検定, 






 次に、東西方向の経度帯ごとにみた捕獲物性比の月変化を図 1.4 に示す。母船式操業によ




標識再捕された 52 個体の標識位置と再捕位置を直線で結んだものを図 1.5 に示す。52 個
体中、標識と再捕が同一年内になされたものは 4 個体あり、これらは 1 月から 2 月にかけ
て赤道周辺の低緯度海域で標識され、6 月から 10 月にかけて中緯度海域（北緯 25-30 度、
東経 141-175 度の範囲）の捕鯨漁場で再捕された。残りの 48 個体は年をまたいでの再捕で
あり、標識から再捕に至る経過年数が最も長かったものは 34 年間であった。 











図 1.6 に、再捕個体の緯度方向の季節移動を示す。冬季（1 月から 3 月）に、低緯度海域




緯度帯で 5 月から 6 月にかけて再捕された。これらのことから、春から夏にかけて中緯度
の捕鯨漁場にみられたものは、冬季には、少なくとも南緯 1 度から北緯 25 度までの広い範
囲の海域に分布するものと考えられた。低緯度から中緯度へ北上したものと、中緯度に留
まっていたものについて、雌の割合を比較すると、前者は 75%(雄 3 頭、雌 9 頭)、後者は
33%(雄 2 頭、雌 1 頭)であり、北上したものの方が雌の占める割合が高かった。しかし、サ
ンプル数は少なく、統計的な有意差はみとめられなかった(Fisher’s exact test, p>0.1)。 
4 月以降に標識されたものについては、一貫した緯度方向の動きはみられず、概ね北緯
20 度から 35 度の範囲内で標識と再捕がなされたが、個体ごとの標識ないし再捕位置は、捕
鯨漁場の推移に見られたように、月の経過に伴って北上するものが若干多く見られた。な
お、図 1.6 では 4 月以降、低緯度海域から北上した個体は見られない。しかし、低緯度にお






について、経度方向の季節移動を図 1.7 に示す。12 個体中 2 個体は、東経 140-145 度付近
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 次に、北緯 20 度以北の中緯度域で標識と再捕がなされたものについて、経度方向の季節
移動を図 1.8 に示す。冬季(2-3 月)に標識されたもの 3 個体のうち、1 個体は東経 134 度の
太平洋沿岸から東経 162 度の北洋沖合漁場に移動し、1 個体は小笠原近海(東経 142-144 度)
に留まり、1 個体は北洋沖合漁場の緯度帯(東経 156-166 度)に留まった。4 月以降について





 一方、東経 165 度より東側の中緯度域で標識されたものは、東経 170 度以東の低緯度域
で標識されたものと同様に 1 頭も再捕されなかった。同海域で標識された個体の総数は 68




このような東側の海域(東経 165度から西経 160度)においても北洋母船式操業で総計 2,677










してくるとともに、中緯度海域 (北緯 25 度付近)に留まっているものもあることが示された。 
本種の冬季における分布の北限は、2 月から 3 月に実施された目視調査の結果から、やは
り表面水温 20 度の等水温線の分布にほぼ相当する北緯 28 度付近であることが報告されて
おり(Miyashita, et.al., 1996)、本種は、冬季に、少なくとも南緯 1 度から北緯 28 度付近に
かけての広い範囲に分布しているものと考えられる。一方、夏季の分布に関しては、近年
の目視調査の結果から、北緯 7 度付近から北緯 43 度付近にまで分布していることが報告さ





































































Table 1-2. Catch of Bryde’s whales by the Japan and USSR whaling operations in the western 








































Table 1-4. Number of Bryde’s whales caught by the Japanese whaling operations in 1971 to 1987, 





























Table 1-6. Number of Bryde’s whales caught by the Japanese whaling operations in 1971 to 1987,  
































Fig. 1-1. Distribution (upper) and cumulative number (lower) of Bryde’s whales marked by Japanese 






















Fig. 1-2. Positions (by 1°square) of Bryde’s whales sighted by the sighting vessels from August to September, 1983-1989, and the whaling 




















Fig. 1-3. Monthly change of latitudinal difference in the sex ratio of Bryde’s whales caught by the 
Japanese whaling operations from 1971 to 1987. Horizontal bar: 95% confidence interval. 
Arrows: isothermal latitude of 20°C SST. Circles: pelagic ground. Triangles: off the Bonin 



























Fig. 1-4. Monthly change of longitudinal difference in the sex ratio of Bryde’s whales caught by the 
Japanese whaling operations from 1971 to 1987. Vertical bar: 95% confidence interval. Open 
circles: pelagic ground (20°N-30°N). Closed circles: pelagic ground (30°N-45°N). Closed 
























Fig. 1-5. Movements of marked Bryde’s whales. Open circles: position marked. Closed circles: 
position recaptured. Triangles: whales recaptured in the year of marking. Arrow: exact recovery 























Month and date of whales marked and recaptured 





















Fig. 1-7. East-west monthly movements of 12 recaptured Bryde’s whales marked in the tropical 
western Pacific (5°S-10°N) and recaptured in the whaling grounds (24°N-35°N). Open circles: 
position marked. Closed circles: position recaptured in the pelagic ground of Japan. Closed star: 
in the pelagic ground of the USSR. Closed triangles: off the Bonin Islands. Closed squares: off 

















































Fig. 1-8. East-west monthly movements of 37 recaptured Bryde’s whales both marked and 
recaptured in the waters between 20°N and 40°N. Open circles: position marked. Closed 
circles: position recaptured in the pelagic ground. Closed triangles: off the Bonin Islands. 






































































これらの海域で実施された調査の概要を表 2-1 に示す。分布目視調査は、1994 年に土佐
湾の南西部沿岸で開始され、1994 年 5 月から 1997 年 2 月にかけて、高知県水産試験場所
属の海洋調査船「土佐海洋丸(48t)」を用いた目視調査が年 4 回（春季、夏季、秋季、冬季）
ずつ実施された。また 1996 年からは、地元小型漁船（ウォッチング船）を複数隻同時に用





の調査は 2005 年まで実施された。 
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けての距岸約 15 海里の範囲に、事前に短冊状の調査コースを設定し（図 2-2）、ライントラ
ンセクト法に基づく目視調査を実施した。調査に用いた「土佐海洋丸」の詳細は表 2-2 に示















１回当たり 3～4 日間をかけて実施した。 
 
２．タイプ B1（航空調査：ライントランセクト型） 
1996 年 9 月 10 日に実施された下記タイプ C1 調査時に、高知県消防防災航空隊の協力を得
て、ヘリコプターを用いた上空からの目視探索を行った。使用したヘリコプターの詳細を
表 2-3 に示す。調査はライントランセクト法に基づき、高知沖から足摺岬沖にかけての距岸






















から高知市沖）と湾東部（室戸岬沖）に、約 15 海里の直線コースを 2 海里間隔で設定し、
各コースに 1 隻ずつ小型漁船を割り振り、陸側から沖へ向けて一斉同時に探索する形をと
った(図 2-3、A1-23, C1-5)。各小型船は、探索船として調査コース上を一定の速度(8 ノット)
で航走し、鯨類の発見時に、位置、鯨種、頭数を記録しつつ、発見群に接近せずにコース
上の探索を継続する通過方式の探索を行った。調査は全船同時刻（午前 9 時～10 時）に開
始し、約 2 時間かけて既定のコースを航走し終えた時点で終了とした。目視探索は、各船
に乗船した操船者 1 名と記録者 1 名計 2 名ずつによって裸眼ないし双眼鏡を用いて行われ
た。また湾西部と東部の間の海域では、土佐海洋丸による調査を併せて実施した。同船の






 野間池沖では、小型船 6 隻を探索船として用い、野間崎沖から下甑島にかけて、長さ約









を 23～24 個設定した（図 2-5, A1-23）。これらの調査ブロックに、小型船を 1 隻ずつ配置




土佐海洋丸による調査を併せて実施した（図 2-5, B1-5）。さらに C1 調査と同様に、指揮船
1 隻と確認船 3～4 隻を別途配置し、調査全体の運行指揮と発見群の確認を行った。 
 野間池沖では、下甑島の南方海域に、緯経度 5 分四方の調査ブロックを 5～7 個設定し(図








1 日当たり 2～4 隻の小型船を用い、操業中の漁船、遊漁船、ウォッチング船等から、随時
発見情報を得つつ各船任意のコースと船速で探索を行った。各船には 1～3 名づつ調査員を












レージがほぼ等しい 1994 年と 1995 年の春季調査データを用い、土佐湾南西部沿岸へのニ
タリクジラの来遊頭数の推定を行った。推定は通常のライントランセクト法に則り、以下
の式(Burnham et al., 1980)を用いて行った。 
  
                               N = n A f (0) s /( 2L )                     
 
ここで、n は一次発見群数、A は調査海域の面積、f (0)は確率密度関数 f (x)から求めた調査
コースライン上(x=0)の分布密度、s は平均群れサイズ、L は調査距離である。調査海域の面





横距離の頻度分布にハザードレイト曲線(Hays and Buckland, 1983)を当てはめて推定した。
コースライン上の発見確率 g(0)は 1 と仮定した。推定頭数 N の変動係数(CV)については、
次式を用いて算出した。 
 
  CV( N )2 = CV( n )2 + CV( f (0) )2 + CV( s )2 
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ここで CV(n )は、緯経度 10 分区画ごとの一次発見数と調査距離のばらつきより求めた。
CV( f (0) )は、f (0)推定値の変動係数、CV( s )は群れサイズのばらつきである。これらの計





図 2-7 に、また同調査の探索距離と発見群頭数を表 2-4 に示す。発見分布の季節変化を見る
ため、ここでは、年 4 回、計 12 回にわたる調査の結果を、季節毎に、5,6 月(春季)、8,9 月
(夏季)、11 月(秋季)、1,2 月(冬季)に分けて示した。調査 1 回当たりの探索距離は、88.2 海
里から 143 海里であり、探索海域は、湾南西部の沿岸、高知市沖から足摺岬沖にかけての
距岸約 15 海里の範囲を概ねカバーした。これらの調査を通して、ニタリクジラは延べ 52
群 77 頭が発見された。このうち 6 群 6 頭は、調査現場で’ニタリクジラらしい’として記録







わせて 5,6 月(春季)で延べ 23 群 32 頭、8,9 月(夏季)で 7 群 8 頭、11 月(秋季)で 10 群 17 頭、
1,2 月(冬季)で 12 群 20 頭であり、いずれの季節においてもニタリクジラが発見された。な






線観測によって得られた調査海域の過去 20 年間(1974-1993 年)の海域表面水温の月平均値
と範囲を併せて示した。ニタリクジラ発見位置の表面水温は、15.1 度から 30.2 度の範囲に
あり、月別の発見位置平均水温は、5 月 21.7 度、６月 22.6 度、8 月 28.5 度、9 月 29.5 度、
11 月 22.2 度、1 月 18.4 度、2 月 16.4 度であった。一般にニタリクジラは、およそ表面水
温 20 度以上の海域に分布する暖海性の種であることが知られているが(Omura and 
Nemoto, 1955)、過去の商業捕鯨時代における北洋母船式操業の捕獲データからは、本種の
捕獲位置の最低水温は 16.3 度と報告されている（Ohsumi, 1977）。本海域の発見位置の平
均水温は、いずれの月もこれを上回っており、また調査海域の平均表面水温ともほぼ一致
し、その月平均値も 16.3 度を下回ることはなかった。このことは、本海域の水温が最も低
下する 2 月、3 月においてもニタリクジラが分布し得ることを示しており、本海域における
本種の周年分布を水温環境の面からも支持するものと思われる。 
  発見位置は、興津崎から大方にかけての距岸 0.1 海里内のごく岸よりの海域から、沖合
約 15 海里付近にかけて分布した（図 2-7）。これらの位置の水深は全て 500ｍ以浅であり、





ことから、分布の主体は、距岸 15 海里以内、特に陸寄りの沿岸域にあるものと考えられた。 
 表 2-4 と図 2-8 に、分布密度の指標として、探索距離 1 海里当たりの一次発見頭数（密度
指数）の季節変化を示す。密度指数は季節によって異なり、3 年間を合わせた指数は、春季
























分布に対する曲線の当てはまりは良く（カイ二乗検定, p>0.5）、f (0)は 1.3676(CV=0.45)、
有効探索幅は 0.73121 海里と推定された。 
表 2-7 に頭数推定に用いた一次発見群の群れサイズを示す。群れサイズは 1 頭から 5 頭









頭(CV=0.58)、95%信頼区間は 18-160 頭と推定された（表 2-8）。 
 
土佐湾の広域分布 






を行った。なお、ヘリコプターを用いた航空調査（タイプ B1、B2）も、タイプ C1 調査に
合わせて同時に 1 回ずつ実施されたが、同調査による単独発見は、タイプ B1、B2 いずれ
の調査においても 1 群 1 頭のみであった。このため、これらの結果も C1 調査の結果に併せ
て解析した。 
 表 2-9 に、これらの調査によって得られたニタリクジラの発見群頭数を、また図 2-12 に、
タイプ C1 調査によって得られた探索航跡と発見位置ついて月ごとにまとめたものを示す。 
 6 月の調査は、湾西側から東側にかけて、1997 年 6 月 26 日にタイプ B2 とタイプ C1(32
隻)の同時調査、同 27 日にタイプ C1 調査(32 隻)、1998 年 6 月 18 日と同 20 日にタイプ C1
調査(33 隻)が実施された。計 4 回(４日間)の調査による総発見数は、’ニタリクジラらしい’
と記録されたものを含め、一次発見 12 群 32 頭、二次発見 4 群 4 頭、計 16 群 36 頭であっ
た。ここでの二次発見は、各船が調査コース配置につく前ないし、調査終了後の帰港途中
に発見されたものであり、調査中（コース探索中）の発見との重複が疑われるものである。
調査 1 回(1 日)当たりの平均一次発見数は 3 群 8 頭であった。 
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 9 月の調査は、1996 年 9 月 10 日にタイプ B1 とタイプ C1(25 隻)の同時調査が湾の西側
のみで実施された。その後、湾西側から東側にかけて、1997 年 9 月 29 日と同 30 日にタイ
プ C1 調査(29 隻)、1999 年 9 月 27 日にタイプ C1 調査(33 隻)が実施された。計 4 回(4 日間)
の発見総数は、一次発見 8 群 14 頭、二次発見 9 群 14 頭、計 17 群 28 頭であり、調査 1 回
(1 日)当たりの平均一次発見数は、2 群 3.5 頭であった。 
 調査 1 回当たりの平均一次発見数は、土佐海洋丸によるタイプ A 調査の結果と同様に、
９月（夏季）より６月（春季）の方が多く、また発見位置の分布も、湾の南西部が主体で
あった。湾の東側の海域については、高知市の東側 133 度 30 分付近の海域に’ニタリクジラ
らしい’が1群1頭発見されたのみであり、室戸岬沖ではいずれの調査でも発見がなかった。 
 図 2-13 に、タイプ C2 調査によって得られた探索航跡と発見位置ついて月ごとにまとめ
たものを示す。タイプ C2 調査は、湾西側の海域で２月（冬季）と９月（夏季）に行われた。 
 ２月の調査は、1999 年 2 月 18 日と 20 日に足摺岬から高知沖にかけて調査ブッロクを
24 個設定し、指揮船 1 隻、確認船 3 隻、土佐海洋丸 1 隻を含む計 29 隻で実施された。こ
の調査では、一次発見（調査ブロック内探索中の発見）はなかったが、調査終了後の帰港
途中に、二次発見として 3 群 4 頭が、陸寄りの海域で発見された。 
 ９月の調査は、1999 年 9 月 28 日と同 29 日に、同じく 23 個の調査ブロックを設定し、
28 隻で実施され、一次発見 8 群 12 頭、二次発見 1 群 1 頭、計 9 群 13 頭が発見された。調
査 1 回(1 日)当たりの平均一次発見数は 4 群 6 頭であり、同調査の前日(9 月 27 日)に実施さ
れたタイプ C1 調査の一次発見数（3 群 7 頭）とほぼ同数であった。発見位置は、興津崎沖












鹿児島県南西部野間池沖では、1998 年 6 月 24 日と同 25 日に、地元小型漁船 7 隻を用いた
タイプ C1 調査が実施され、上顎の副稜線の視認に基づき、本海域にみられる大型ヒゲクジ
ラ類も明らかにニタリクジラであることが確認された。その後、同海域では、タイプ C2 調
査と Photo-ID 調査が実施されたが、タイプ C1 調査は初年度の 6 月調査のみで、C2 調査
の実施数も少ない。そこで、本海域については Photo-ID 調査の結果も含めて、1998 年か
ら 2001 年の間に実施された全ての調査結果を併せ、月別の発見分布について検討した。 
 表 2-10 に、これらの調査によって得られたニタリクジラの発見群頭数を、また図 2-14
と 2-15 に、月ごとの探索航跡と発見位置の分布を示す。 
 6 月の調査は、前述のように 1998 年 6 月 24 日と同 25 日に、野間崎沖から下甑島にかけ
て長さ約 24 海里、幅約 10 海里の範囲でタイプ C1 調査が実施され、2001 年 6 月 24 日に
は下甑島の南方に調査ブロック 4 個を設定したタイプ C2 調査が行われた。また同調査の翌
日 25 日から 28 日にかけて 4 日間、１日当たり 2～3 隻の小型漁船を用いた Photo-ID 調査
が実施された。これらの調査により、C1 調査で、一次と二次を併せて 2 群 2 頭、C2 調査





翌 11 日から 15 日にかけて 4 日間、１日当たり 2 隻の小型漁船を用いた Photo-ID 調査が実
施された。ニタリクジラは、C2 調査で一次と二次を併せて 6 群 7 頭(一次発見 4 群 5 頭)、




1999 年 9 月 19 日と同 20 日および 2000 年 9 月 20 日の計 3 回、C2 調査が実施された。ま
た、2000 年 9 月 21 日から 28 日にかけて 5 日間、１日当たり 2 隻の小型漁船を用いた
Photo-ID 調査が実施された。ニタリクジラは、C2 調査で、延べ 17 群 42 頭（調査 1 日当
たりの平均一次発見数:5.7 群 14 頭）、Photo-ID 調査で 11 群 28 頭(1 日平均 2.2 群 5.6 頭)
が発見され(表 2-10)、下甑島の南方から野間崎の西方 10～25 海里にかけての海域に多くの
発見がみられた（図 2-15）。 
 11 月から 12 月にかけては、1999 年 11 月 13 日から 20 日にかけて 4 日間、１日当たり 2
隻の小型漁船を用いた Photo-ID 調査が実施され、1998 年 12 月 9 日と同 10 日には調査ブ





明らかに春季(6 月)および冬季(11, 12 月)に比較し、夏季(8, 9 月)は発見数が多く、本海域へ
のニタリクジラの来遊の盛期は夏季にあるものと考えてよいものと思われる。発見位置は、




























水産研究所が 1983 年から 1993年の 8,9月に実施した延べ 40航海の広域目視調査の結果か
ら得られている(Shimada and Miyashita, 1994)。これによると、本種の発見は、北緯 10
度から北緯 40 度、東経 130 度から西経 155 度にかけての広い範囲に見られるが、日本の沿
岸部については、十分な探索努力量があるにもかかわらず、土佐湾と鹿児島県沖に 2 例の
発見があるのみであり、黒潮の主流域には発見がなく、沖合域と明らかに分布が連続して













間崎の西方約 20 海里、水深 200ｍから 500ｍにかけての沿岸部に本種が来遊してくること
が明らかとなった。東シナ海においては、過去の商業捕鯨時代(1950～1970 年代)には、九
州西方の五島列島から甑島列島の西側にかけての沖合海域を捕鯨漁場とし 7 月から 10月に




北太平洋系群とは異なる系群に分類されている(Omura, 1962, 1977: Kawamura and 






































Table 2-1. Summary of the survey area, periods, type of the survey, searching efforts and the number 





















































Table 2-4. Seasonal and annual change of the number of sightings of Bryde’s whales from the 
sighting surveys by R/V Tosa-Kaiyo maru (Type A survey) in the Tosa Bay (complied from 













Table 2-5. Sea surface temperatures (SST) at which Bryde’s whales were seen in the type A surveys 
by R/V Tosa-Kaiyo maru with information on SST in last 20 years (1974-1993) off southern 












Table 2-6. Transect length and the number of primary sightings of Bryde’s whales by 10 minutes 
square latitude-longitude used in the abundance estimation. Area no.: Geographical area was 
shown in Fig.2-10. T: Transect length (n.miles); S: Number of schools primary sighted; A: 
























Table 2-7. School size distribution and expected mean school size of Bryde’s whales primary sighted 













Table 2-8. Estimated abundance of Bryde’s whales off Kochi on the data from the spring surveys by 










Table 2-9. Seasonal and annual change of the number of sightings of Bryde’s whales in the type B1, 











Table 2-10. Seasonal and annual change of the number of sightings of Bryde’s whales in the type C1, 
C2, and the photo-ID surveys in the coastal waters off Nomaike, southwest coast of Kyushu 























   Longitude 
Fig2-1. The study areas and whale watching grounds (shaded areas) for coastal Bryde’s whales off 











Fig2-2. Example of the predetermined track lines for sighting surveys by R/V Tosa-Kaiyo maru 
(Type A survey) in the Tosa Bay carried out during the period form May 1994 to February 





















Fig2-3. Example of the predetermined track lines for Aerial surveys by Ryoma (Type B1 survey; thin 
solid line), and shipboard sighting surveys (Type C1 surveys; doted lines) in the Tosa Bay. 
A1-23: track lines for whale watching boats in Ashizuri-Kochi area. B1-7: track lines for R/V 










Fig2-4. Example of the predetermined track lines for shipboard sighting surveys (Type C1 surveys; 
doted lines) in the coastal waters off Nomaike, southwest coast of Kyushu in June 1998. A1-6: 






















Fig2-5. Example of the research blocks allocated to whale watching boats in the Type C2 surveys in 











Fig2-6. Example of the research blocks allocated to whale watching boats in the Type C2 surveys in 
the coastal waters off Nomaike, southwest coast of Kyushu, carried out during the period from 



























Fig2-7. Seasonal distribution of Bryde’s whales sighted by R/V Tosa-Kaiyo maru (Type A survey) form May 1994 to February 1997. Closed circle: 
position of school primary sighted; open circle: position of school secondary sighted; closed square: position of the ‘like’ Bryde’s whale primary 























Fig2-8. Seasonal and annual change in density index (number of animals primary sighted per n. mile of the searching distance) of Bryde’s whales in Tosa 























Fig2-9. Cruise tracks and sighting positions of Bryde’s whales in the spring surveys in 1994 and 
1995. Closed circle: position of school primary sighted; open circle: position of school 
secondary sighted; closed square: position of the ‘like’ Bryde’s whale primary sighted; open 
square: position of ‘like’ Bryde’s whale secondary sighted. The solid line indicates transect 
legs on-effort and dotted area indicates survey area used in the abundance estimation. The 



















Fig2-10. Geographical area and no. of the 10 minutes square latitude-longitude used in the 









































Fig2-12. Cruise tracks and sighting positions of Bryde’s whales made by the type B1, B2, and C1 
surveys in June (1997 and 1998) and September (1996, 1997 and 1999) in Tosa Bay. Solid 
line: cruise tracks of Helicopter (type B1 and B2); doted line: cruise tracks of vessels (type 
C1); closed circle: position of school primary sighted; open circle: position of school 
secondary sighted; closed square: position of the ‘like’ Bryde’s whale primary sighted; open 































Fig2-13. Cruise tracks and sighting positions of Bryde’s whales made by the type C2 surveys in 
February 1999 and September 1999 in Tosa Bay. Solid line: research brocks; doted line: cruise 
tracks of vessels; closed circle: position of school primary sighted; open circle: position of 
school secondary sighted; closed square: position of the ‘like’ Bryde’s whale primary sighted; 
































Fig2-14. Cruise tracks and sighting positions of Bryde’s whales made by the type C1, C2, and 
photo-ID surveys in June (1998 and 2001) and August (2001) in the coastal waters off 
Nomaike, southwest coast of Kyushu. Solid line: research brocks; doted line: cruise tracks of 
vessels; closed circle: position of school primary sighted; open circle: position of school 
secondary sighted; closed square: position of the ‘like’ Bryde’s whale primary sighted; open 































Fig2-15. Cruise tracks and sighting positions of Bryde’s whales made by the type C2 and photo-ID 
surveys in September (1999 and 2000), November (1999) and December (1998) in the coastal 
waters off Nomaike, southwest coast of Kyushu. Solid line: research brocks; doted line: cruise 
tracks of vessels; closed circle: position of school primary sighted; open circle: position of 
school secondary sighted; closed square: position of the ‘like’ Bryde’s whale primary sighted; 
































Fig2-16. Cruise tracks (upper) and positions of Bryde’s whale sightings (lower) made by the 
dedicated sighting surveys conducted by the National Research Institute of Far Seas Fisheries 























精力的に行われてきた(Katona, et al., 1979: Katona and Beard, 1990: Big, et al., 1990: 
Payne, et al., 1983)。このような識別形質を有しない種については、全ての個体を識別する
ことはできないが、Wursig and Wursig(1977)が、背鰭後縁に後天的に生じた欠刻や傷など
を用いたハンドウイルカの識別法を報告して以来、このような種についても小型鯨類を主
体に調査研究が進展し(Wursig and Jefferson, 1990）、さらに同手法を応用して、ナガスク
ジラ科鯨類についても、東部北太平洋のミンククジラ（Dorsey, 1983, Dorsey et al., 1990）、
セントローレンス湾のシロナガスクジラ(Sears, et al., 1990)、北大西洋のナガスクジラ





















1989– 2001 年の既存識別データ（土佐湾） 










個体識別調査（Photo-ID 調査：1999-2008 年） 
遠洋水産研究所による個体識別を主目的とした調査（タイプ Photo-ID 調査：第二章参照） 
は、土佐湾では、2000 年 10 月に予備調査が実施された後、翌 2001 年から 2008 年にかけ 
て夏季を主体に延べ 15 回実施された。また鹿児島県南西部野間池沖においても同様の調査
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が 1999 年から 2005 年にかけて延べ 8 回実施された（第二章、表 2-1）。調査は、個体の特
徴にかかわらず極力多くのニタリクジラを撮影し、識別形質に関する情報を得ることを目
的とし、調査コースを設定せず、1 日当たり 2～4 隻の小型船を用いて、操業中の漁船、遊
漁船、ウォッチング船等から、随時発見情報を得つつ各船任意のコースと船速で探索を行




35ｍｍ光学カメラNikon F4, F90と 300ｍｍ望遠レンズ、70-300mmズームレンズを用い、
カラーネガフィルム Fuji100-36EX を使用した。また 2006 年からは補助的にデジタルカメ















(Hammond, 1986)。そこで、Photo-ID 調査で撮影された個体については、Hammond(1986), 
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   +++: 正横から見た全体像が十分な大きさで映っている、ないし正横から見た背鰭の 
拡大写真がある。いずれも焦点が合っており逆光でもない。 
   ++ : 正横から見た全体像が中程度の大きさで映っている。焦点が合っており逆光で
もない。 
       + : 上記第 1 項と同程度の大きさであるが、焦点がブレている、ないし逆光。 
      ないし正横の写真はないが、斜めからの十分に大きく焦点の合った写真がある。 
    - : 上記第 2 項と同程度の大きさであるが、焦点がブレている、ないし逆光。 




   +++: 背鰭の独特な形状の欠刻、体表の大きなスクリュー傷、体一部の欠損など、明
らかに恒久的と思われる特徴。 
   ++ : 多数ないし特殊な位置にあるダルマザメの噛跡傷の配置、ないし、単純な背鰭
の欠刻。 
       + : 体表 1 本のみの線状の傷、ないし明瞭な白斑。 
    - : 少数のダルマザメの噛跡傷、珪藻の付着具合、淡い白斑など。ないし、個体を区
別できる特徴なし。 
 
















土佐湾で 2000 年から 2008 年にかけて実施した Photo-ID 調査の探索航跡とニタリクジラ






500m 以浅の沿岸域が主体であり、特に水深 200m 以浅の範囲において、岸から沖合にかけ
て広く分布した。 
野間池沖については、2002 年から 2005 年に実施した Photo-ID 調査の探索航跡と発見位
置の分布を図 3-5 に、また 1998 年以降に行った全ての調査の航跡と発見位置を図 3-6 に示
す。同海域では、野間池港を基地とし、探索海域は、野間岬と対岸の下甑島に挟まれる海












表 3-1 に、土佐湾における既存識別データ(1989-2001 年)、Photo-ID 調査(1999-2008 年)、 
およびホェールウォッチング船からの提供データ(2004-2008 年)に基づいて識別された全
個体の出現履歴を示す。土佐湾では、1989 年から 2008 年にかけての 20 年間に、合計 53 
個体が識別された。同様に表 3-2に、野間池沖においてPhoto-ID調査と一斉調査(1999-2005
年)およびホェールウォッチング船の提供データ(1998-2005 年)に基づいて識別された全個


















 土佐湾では、識別された 53 個体中、上記 1)から 3)の有効な形質で識別されたものは 35
個体(66%)であった。残り 18 個体は、4)から 7)の不十分と考えられる形質で識別されたも
のであり、これらは全て既存識別データに基づくものであった（表 3-3）。 
 野間池沖では、識別された 26 個体中、19 個体(73%)が有効な形質で識別されたが、残り
7 個体（Photo-ID 調査 3 個体、ホェールウォッチング船の提供データ 4 個体）は不十分と
考えられる形質で識別されたものであった（表 3-3）。 
不十分と考えられる形質で識別された個体の再発見間隔（年）は、土佐湾で１～４年（平
均 1.89 年）、野間池沖で１～２年（平均 1.14 年）であり、両海域合わせて 25 個体中 15 個
体は、初回発見時の 1 年のみにしか見られなかった。このことからも、形質 4)から 7)は、
長期の識別には不十分と考えられる。このため、以降の解析には、これらを除き、有効と




2 例認められた（図 3-9）。1 例は、2001 年 7 月から 2004 年 8 月の間のいずれかの時期に、
背鰭後縁の基部にダルマザメによると思われる欠刻が新たに加わり(個体 ID 番号: TB-22)、
もう 1 例は、2006 年 7 月から 2007 年 8 月の間に、背鰭後縁の中央部付近に、比較的新し
い切れ込み状の欠刻が加わった(個体 ID 番号: TB-47)。これらは、本研究で用いた識別形質
があくまで後天的なものであり、個体の識別の可否が時とともに変化し得ることを意味す
る。しかし、少なくとも本研究の対象期間内において、有効な形質を用いて一度識別され



























有効な形質によって識別された個体の数と再発見数および累積識別頭数を表 3-5 と図 3-11
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に示す。土佐湾では 1989 年から 2008 年にかけて、年間 1～19 頭、合計 177 頭が識別され
たが、このうち 142 頭が既に識別された個体の再発見であった。野間池沖では 1998 年から









土佐湾では最大 16 年(平均 6.51 年)、野間池沖で最大 8 年(平均 2.36 年)であった（表 3-6）。
土佐湾では、同一個体が最大で 10 年連続して発見され、野間池沖では 4 年連続して発見さ
れた。また調査期間中（土佐湾:20 年間、野間池沖 8 年間）に、同一個体が確認された回数























土佐湾では、年間に識別された個体の比較的多い 1993 年以降、再発見率は 0.29 から 1.00











・個体 A（土佐湾識別個体 TB-17 / 野間池沖識別個体 KNR-22） 
 背鰭後方基部の欠刻の位置ならびに形状から同一個体と判定した。 
 










は、1996 年と 1999 年に土佐湾で発見されたが、2001 年と 2002 年の 2 年間、連続して野
間池沖で発見され、その後、再び 2004 年に土佐湾で発見された。個体 B（TB-19/KNR-26）
は、1996 年から 2001 年にかけて土佐湾で発見され、2003 年 4 月に野間池沖で発見された
後、翌年 7 月に再び土佐湾で発見された。一方、個体 C（TB-53/KNR-16）は、2000 年に
野間池沖で発見された後、2004 年 8 月 9 日に野間池沖で再発見され、同年 9 月 22 日に土
佐湾で再発見された。 





               
 











 土佐湾では、1989 年から 2008 年に個体識別された個体のうち、親仔連れ、すなわち、
仔鯨を連れた雌と判断された個体は 12 個体であった。野間池沖では、1998 年から 2005 年
































feeding)、バブルネットを用いた摂餌（Bubble net feeding）、尾鰭であおる摂餌（flick 
feeding））の観察事例が報告されている（Jurasz and Jurasz, 1979）。土佐湾と野間池沖で
ニタリクジラに見られた摂餌行動は、Gaskin(1982)の定義による“呑み込み”法の摂餌で
































これらの行動の観察頻度を表 3-9 に示す。突進型の摂餌行動は、調査を行った 2001 年から
2008 年にかけて、土佐湾では夏季に毎年観察されており、野間池沖でも同様に、2001 年か
ら 2005 年にかけての夏季に毎年観察された。突進型の摂餌行動の出現率（Photo-ID 調査
でニタリクジラを発見した日に占める突進型の摂餌が見られた日数の割合）は、土佐湾で
8.3%から 100%（平均 39.1%）、野間池沖で 33.3%から 80%(平均 60.9%)であった。バブル
 75 
ネット型の摂餌行動は、土佐湾では2003年を除き毎年観察されており、出現率は平均18.8%





















































Table.3-1. Occurrence of photo-identified Bryde’s whales in Tosa Bay, 1989-2008. A: Data from the 
























    *Animals identified by insufficient keys for long term. For details of the keys, see Table 3-3. 
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Table.3-2. Occurrence of photo-identified Bryde’s whales off Nomaike, southwest coast off Kyushu 
in 1998 to 2005. A: Photographs by sighting surveys and photo-ID surveys. B: Photographs 





















           *Animals identified by insufficient keys for long term. For details of the keys,  
see Table 3-3. 
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Table.3-8. Occurrence of female Bryde’s whales based on the caw-calf pairs information in Tosa 

























Table.3-9. Occurrence of the feeding behaviors of Bryde’s whales observed during the photo-ID 













































Fig.3-1. Cruise tracks and sighting positions of Bryde’s whales made by the photo-ID surveys in the 































Fig.3-2. Cruise tracks and sighting positions of Bryde’s whales made by the photo-ID surveys in the 




























Fig.3-3. Cruise tracks and sighting positions of Bryde’s whales made by the photo-ID surveys in the 


































Fig.3-4. All cruise tracks (upper) and sighting positions of Bryde’s whales (lower) made by the 





























Fig.3-5. Cruise tracks and sighting positions of Bryde’s whales made by the photo-ID surveys in the 
































Fig.3-6. All cruise tracks (upper) and sighting positions of Bryde’s whales (lower) in the coastal 
waters off Nomaike, southwest coast of Kyushu, from all sighting surveys conduced in 1998 


























Fig.3-7. Examples of effective keys used in photo-identification of Bryde’s whales.  
A: nick on dorsal fin (Individual ID No.:TB-35), B: remarkable body scars presumably by the 
































Fig.3-8. Photographs of same whale taken in Tosa Bay (ID No.: TB-03). A: October 21, 1996, 

























July 26, 2006 (TB-47)                      August 5, 2007 (TB-47) 
Fig.3-9. Instance of the newly added identification key (nicks on dorsal fin) of Bryde’s whales in 

























              July 23, 2004               August 20, 2004 
Fig.3-10. Examples of the change in diatom on the body surface of Bryde’s whales within the 


























Fig.3-11. Cumulative number of photo-identified Bryde’s whales in Tosa Bay and off 
Nomaike, 1989-2008. Closed circles: Tosa Bay; Open circles: off Nomaike. Animals 




























Fig.3-12. Seasonal occurrence of photo-identified Bryde’s whales in Tosa Bay. The horizontal line in 
each column indicates the month when the whale was taken by photographs. The parallel lines 
mean the same months in the different years, and the successive straight lines means the 























Fig.3-13. Seasonal occurrence of photo-identified Bryde’s whales off Nomaike. The horizontal line 
in each column indicates the month when the whale was taken by photographs. The parallel lines 
mean the same months in the different years, and the successive straight lines means the 
successive month within the year. *: Animals identified by insufficient keys for long term.  
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           TB-17, 25 August 2004                          KNR-22, 12 August 2001 
 











          TB-53, 22 September 2004                       KNR-16, 9 August 2004 
 
Fig.3-14. Photographs of the re-sightings of three Bryde’s whales between Tosa Bay (left side) 


























Date of sightings 
Fig.3-15. Sighting date and movements of Bryde’s whales re-sighted between Tosa Bay and off 





























Fig.3-16. Lunge feeding behavior of Bryde’s whale observed during the photo-ID survey in July 




















Fig.3-17. Bubble net made by Bryde’s whale observed during the photo-ID survey in July 2005 








































予備調査として、土佐湾で実施した Photo-ID 調査（2003 年 9 月 23 日から 10 月 1 日にか





流用し、これに銛 2 本を付けて標識としたものを準備した（総重量 370g）。銛先はチタン
製で円錐形状のものとし、かえし部分は、十字形状のチタン板（厚さ約 1mm）を銛先と銛
軸の間にセットし、長軸方向に折り曲げたものを使用した。装着は、長さ 4.15m の竿（カ















した。また、タイプ１と同様に 12 号のナイロンテグスを命綱として用いた。 
 
予備調査の期間中は、天候海況が安定せず、ニタリクジラの発見も少なかったために、突
棒が使用できる程度に個体に接近できたのは、以下の 3 例のみであった。 
 
9 月 26 日（タイプ１標識） 










10 月 1 日（タイプ１標識） 
13:05 時、大方の南西約 18 海里の海域でニタリクジラ 1 群 1 頭を発見。体側の傷と背鰭の
欠刻から、写真判定の結果、既識別個体 TB-08 と判定された。この個体は、4～8 分間の長














11 月 15 日（タイプ２標識） 














































































空気銃を用いたニタリクジラへの発信機の装着は、2004 年から 2008 年にかけての土佐湾








アルゴス発信機には、ワイルドライフ社製 SPOT4（2006 年からは SPOT5）を使用。これ
に、3 本爪の平頭型銛先を付したものを標識とした。全重量 184g（銛先 66g, 本体 118g）。 
全長 32.5cm（アンテナ部 14.5cm, 本体 18cm）。また、試射実験の結果に基づき、命中時
に標識本体が鯨体に完全に埋没するのを防ぐため、本体尾部にエポキシ樹脂系統パテを盛




え、水溶性合成繊維（ソルブロン Type SS ニチビ社製）で編んだロープを用い、フロート
と標識本体を固定した（同ロープについては事前に強度および水溶性についての実験を行

















土佐湾において、2004 年 7 月 18 日から 7 月 23 日に実施した Photo-ID 調査時に、ニタリ





時、他の２隻の調査船も合流し 3 隻で追尾。発見個体は 1 分間隔で３回浮上後、10 分間深










摂餌を繰り返す海鳥の群れ）が形成されていた。14:24 時から 14:26 時まで船の至近距離に
１分間隔で３回浮上。銃をスタンバイするが、背鰭後方体部が十分水面上に出ず、発砲チ
ャンスを伺いながら追尾を継続。14:26 時から５分間潜行。この間、水面下の鯨体を確認し
















 一方、7 月２０日に実施したもの(ID:49482)は、14:38 時の装着後、19 時間後の翌２１日
10:08 時から ARGOS 衛星データセンターにより送信電波の受信が確認され、以降、１０回
の受信が確認された。送信電波は２３日 09:54 時の受信を最後に途絶えた。受信回数は 21
 112 
日に２回、２２日に６回、２３日に２回であり、うち位置が特定されたのは４回のみであ
った。受信した時間帯は 9 時から 16 時までの間であり、特に 9 時、11 時、13 時台の受信
が多かった。ARGOS 衛星データセンターから得られる位置データには、クラス３（150m
以下）、２（150～350m）、１（350～1,000m）、０（1,000m 以上）、Ａ（46km 以下）、Ｂ



















潜行をはさみ平均 1.60 分(n=5)であった。その後、同日 16:16 時の再発見時には平均 1.25
分(n=5)、また比較的長く潜水浮上の記録をとることのできた２３日の再発見時(13:52～

























































土佐湾において、2005 年 7 月 15 日から 7 月 21 日に実施した Photo-ID 調査時に、ニタリ
クジラを延べ 31 群 33 頭発見し、このうち 3 個体に対して衛星標識の装着を行った。また、
同年は、野間池沖における Photo-ID 調査（8 月 9 日から 8 月 13 日）においても衛星標識
を実施し、同調査中に発見されたニタリクジラ 32 群 33 頭のうち 2 個体に対して装着を行
った。各々の射撃時の状況は以下のとおりであった。 
 
（１）土佐湾 ７月１６日（アルゴス ID：57022） 
14:30 時、マイルカ属鯨類（ハセイルカ）50 頭の群れの中にニタリクジラを発見した(発見
個体Ａ)。天候晴れ、海況２、水温 26.8 度。14:37 時、別個体１頭が群れに合流(発見個体Ｂ)。
周辺には小魚の摂餌を繰り返す海鳥の群れも見られ、ニタリクジラはイルカとともに餌を
追っている様子であった。追尾も比較的容易であり、鯨は船首付近で横腹を見せたりした。
発見個体Ａは 1～2 分間隔で浮上潜水を繰り返す。14:35 時、銃をスタンバイ。船首左側約




した（図 4-10, A）。以降、鳥山は散りイルカの群れも離れ、同個体も見失った。 
 

















続けたが、16:30 時頃から散開し、さらに別個体 2 頭も加わって広い範囲で個体が入り乱れ
たため、個体を特定しての追跡はできなくなった。追尾開始から発砲までの潜水浮上間隔
は平均 2.0 分(n=3)、発砲後も平均 2.0 分(n=3)であった。 
 
（４）土佐湾 ７月２０日（アルゴス ID：57021） 





前方約 6m の位置に浮上してきたところで 16:20 時発砲。背鰭前方、右側体側の中ほどの部














（６）野間池沖 ８月１１日（アルゴス ID：57026） 
12:13 時発見、天候晴れ、海況 1、水温 29.2 度。発見後、鯨は 3 回短潜水(平均間隔 1.3 分, 
n=3)、７分間潜行、再び３回短潜水(平均間隔 2.0 分, n=3)を行った。12:18 時銃をスタンバ













（８）野間池沖 ８月１３日（アルゴス ID：57025） 










一頭目（ID57022）は、装着後 15 日目に初めて電波の受信が確認され、以降 34 日目ま
での 20 日間に合計 81 回の受信が確認された（１日当たりの平均受信回数は 4.3 回）。しか












三頭目(ID57021)は、装着直後から受信され、装着後 5 日目まで 37 回の受信が確認され
た。1 日当たりの受信回数は日を追うごとに増し 4 日目には 13 回に達した。しかしながら
一度も位置は特定できず、6 日目以降、情報が途絶えた。鯨体への刺さりが浅かったために、
この時点で標識は脱落したものと推察される。 









での 29 日間に合計 191 回の受信が確認され（１日当たりの平均受信回数は 8.7 回）、18 回
の位置特定に成功した。 
   
（２）受信の時間帯 
衛星による受信回数は、日によって変動が大きく、特に長期間の受信に成功した ID57025
においても、途中 3 日間から 4 日間、全く情報の得られない期間が 2 回あった。また、受
信時刻についてもバラつきが見られた。図 4-13 に、全個体の受信について受信時間帯別の







間隔の頻度分布を図 4-14 に示す。位置を特定できた時の受信間隔は 9 分以内に限られてい
たが、ほとんどの受信は前回の受信から 30 分以上経過していた（最も多いのは 1 時間台）。    
アルゴスの測位システム上、位置を特定するためには、上空を人工衛星が通過する間（約
12 分間）に 3 回以上の受信がなされる必要がある。アルゴス発信機の発信間隔は、技術上
約 40 秒が最短であるのに対し、鯨体が海面上に現れる時間は 1 回の浮上につき 2～3 秒で
 120 

















衛星による追跡結果   
（１）位置情報の精度 









図 4-16 に位置データの得られた個体の追跡結果を示す。 




別途 8月 18 日から 20日にかけて実施した photo-ID 調査でも本個体を再発見することはで
きなかったが、少なくとも 7 月中旬から８月中旬にかけての１ヶ月間、本個体は土佐湾内
に滞在していたものと考えられる。 
野間池沖で 8 月 11 日 12:29 時に標識された個体(ID57026)は、翌日の 8 月 12 日 20:29
時に、装着位置より東北東 9.5 マイルの海域で１回のみ位置が特定された。野間岬と甑島の
間の海域内であり、それほど大きく移動していなかったものと推察される。 
一方、同じく野間池沖で 8 月 13 日 12:53 時に標識された個体(ID57025)は、装着後 15
日目の 8 月 27 日 8:34 時に初めて位置が特定された。位置は装着位置より西方 18.3 マイル
の地点であったが、同日中に大きく移動し五島列島沖まで達した。このうち、最も西側の








2006 年調査時より、アルゴス発信機として用いていた SPOT4 を、新たにバージョンアッ
プされた SPOT5 に変更した。形状、重量は SPOT4 と同一であるが、これにより、電波の
最短発信間隔が約 40 秒から 28 秒に短縮された。また、電池寿命を最大 120 日間に延長さ
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2006 年は、土佐湾にて 7 月 22 日から 27 日にかけて、および 8 月 21 日から 25 日にかけ
て Photo-ID 調査を実施し、ニタリクジラを各々16 群 18 頭、14 群 17 頭発見し、うち３個
体に対して衛星標識の射撃と装着を行った。2007 年は、土佐湾にて 8 月 5 日から 11 日に
かけて実施した Photo-ID 調査時に、9 群 11 頭を発見し、うち 2 個体に対して射撃を行い、
1 個体への装着に成功した。2008 年は、土佐湾にて 8 月 22 日から 31 日にかけて実施した




大方の東南東約１０海里付近の海域で、1000 時、鳥山の中に２頭発見（表面水温 25.3 度、






を確認した（図 4-17 A）。命中までの浮上間隔は平均 1.7 分(n=24:個体の同定が確実な 1313











浮上間隔は平均 1.4 分(n=31)。 
 
（３）２００６年８月２５日（アルゴス ID：64636） 
漁船から情報を得て、足摺岬沖にて、1050 時、親仔連れ２頭を発見（表面水温 29.3 度、海
況 2）。親は既識別個体 TB-08 であった。親は浮上間隔が長く出が悪かったが、仔が比較的
短い間隔で浮上したため見失わず追尾できた。ウォッチング船の観鯨が終わるのを待ち
1151 時、標識銃をスタンバイ。1205 時、左舷前方約 5m の位置に浮上したところを親に発
砲、背鰭前方の体側右側やや下側に命中(図 4-167C)。この時、フロートは全体が鯨体に残
ったが、6 分後の 1211 時フロートが外れ洋上に漂っているのを発見し回収した。鯨は命中
後、仔とともに水しぶきをあげて急速に潜行し、その後足早くなったが、1214 時から 1246
時まで追尾できた。接近は困難であったが遠方から鯨体に残った標識を確認できた(図 4-17 
D)。命中までの浮上間隔は、親で平均 1.1 分(n=8:短潜水時)～14.0 分(n=3:腰上げ潜水時)、
仔で平均 0.7 分(n=14:短潜水時)～6.7 分(n=6:腰上げ潜水時)、命中後は、親仔で行動が同調













その後約 30 分間、周囲を旋回探索したが再発見できず見失った。 
 
（５）２００７年８月１１日（アルゴス ID：64637） 
上記の発見位置周辺で 1540 時に別個体 1 頭を発見(表面水温 27.0 度)。風力２で海況はやや
回復。調査船の単独発見でウォッチングも午後から中止となっていたため 2 回浮上を確認
した後 16 時に標識銃をスタンバイ。前回同様、接近は困難であったが、浮上位置に急行し




時で平均 10.3 分(n=3)。 
 
（６）２００８年８月３１日（アルゴス ID：64639） 
興津埼の東方約 10 海里の海域で、大きな鳥山の中に 1507 時発見(表面水温 26.8 度)。調査
船の単独発見。風力３から４の弱で周辺海況悪く、また港への帰港途中で時間も遅くウォ
ッチング観鯨がなかったため、現場着後ただちに 1510 時標識スタンバイ。しばらく見失っ








上記の射撃により、2006 年に 3 個体、2007 年に 1 個体、2008 年に 1 個体の合計 5 個体に
衛星標識を装着した。これらの受信結果を図 4-18 に示す。 
 2006 年に装着した３個体（ID64634, 64635, 64636）の受信回数は 2 から 17 回であり、
受信できた期間は最長でも装着後７日目まで（ID64635）、また位置の特定も１個体
（ID64634）のみで、装着から４日目までの間に３回特定できたのみであった。受信した時
間帯は、12 時から 15 時にかけての時間帯が最も多く全体の 56%(25 例中 14 例)を占めた。
受信の間隔は１分以内に再受信したケースが 6 例あり、位置の特定もこの間になされたが、
次の受信までに 1 時間以上要した事例も 22 例中 10 例(45%)みられた 
 2007 年に装着した１個体（ID64637）の総受信回数は 41 回で、装着当日から 15 日目ま
で受信された。このうち位置を特定できたのは 5 回、追跡期間は装着から 13 日目までであ
った。受信した時間帯は、午前 2 時から 24 時にかけて、特に 8 時台と 20～21 時台に多く、
明け方から午前 7 時頃までは少なかった。 
 2008 年に装着した１個体（ID64639）の受信回数は 20 回で、装着翌日に 4 回位置が特
定されたが、同日の夜（23 時 48 分）を最後に、受信は途絶えた。受信した時間帯は、午前













衛星による追跡結果   
（１）位置情報の精度 
アルゴス衛星により位置が特定できたのは、2006 年に１個体、2007 年に１個体、2008 年
に１個体であった。位置特定時の精度は、2006 年は全てクラス A（誤差 46km 以下）であ
り、2007 年はクラス A が２回、クラス B（誤差 73km 以下）が２回、クラス０（誤差 1,000m
以下）が１回であった。また 2008 年はクラスＡが２回、クラスＢが２回であった。 
 
（２）地理的移動 
図 4-19 に位置データの得られた個体の追跡結果を示す。 
  2006 年の標識個体は、大方の東南東約１０海里の海域で 7 月 24 日 1354 時に標識された
後、約 47 時間後の 26 日 1228 時、装着位置から約 39.5 海里北東に離れた湾奥部高知沖に




 2007 年の標識個体は、大方の東北東、井ノ岬近海で 8 月 11 日 1540 時に発見、1621 時
に標識された後、5 日後の 16 日 2140 時に土佐湾の東側、安芸市沖の沿岸に位置が特定さ
れた。その後、19 日 1105 時には土佐湾を出て紀伊水道の和歌山県側、田辺沖付近、さら
に同日 1639 時には紀伊半島を越え三重県尾鷲沖の熊野灘に移動した。その後、再び四国沖







 2008 年の標識個体は、興津埼沖で 8 月 31 日 1507 時に発見、1518 時に標識された。翌
日の受信位置は、それほど動いておらず、午前 5 時から午後 23 時にかけて、いずれも装着







2004 年から 2008 年にかけて土佐湾で衛星標識を実施した個体のうち、写真個体識別によ
って、目視により、年をまたいで異なる年に再発見されたものが３例、認められた。 
 一例目は、2005 年に標識を装着した個体（TB-23：ID57021）であり、同個体は翌 2006




 二例目は、同じく 2005 年に標識した個体（TB-49：ID57022）で、2007 年と 2008 年の
















2004 年から 2008 年にかけて実施した衛星標識について、全射撃結果を表 4-1 に、また装
着した標識からの電波受信結果を表 4-2 に示す。 
土佐湾では合計 12 回の射撃を行い、うち 10 回鯨体に命中し、９個体について標識の装
着を確認することができた。装着に成功した時の追尾時間は、5 分から 23 分の範囲（平均
14.7 分）にあり、射撃距離は、5m から 6m の範囲（平均 5.3m）であった。一方、野間池
沖では、合計 8 回の射撃を行ったが、命中と装着に成功したのは 2 個体のみであった。装





アルゴス衛星による電波受信は、10 個体（土佐湾 8 個体、野間池沖 2 個体）で確認され、













































































































Table 4-2. The electric wave receptions and tracking results of the satellite tagged Bryde’s whales in Tosa Bay and off Nomaike, 






















Fig. 4-1. Type 1 satellite tagging system implemented in the preliminary survey for Bryde’s whales 
in Tosa bay in 2003. A: Argos transmitter; B: Tagging dart; C: Tagging dart attached on the 









Fig. 4-2. Type 2 satellite tagging system implemented in the preliminary survey for Bryde’s whales 




























Fig. 4-4. Darts used in the tagging experiment with an air gun in 2004. Upper photograph indicates 










Fig. 4-5. Results of the tagging experiment for carcass of Bird’s beaked whale in 2004. Left 
photograph indicates antenna of the dummy tag exposed on the body surface. Right 














Fig. 4-6. The satellite tag used for Bryde’s whales in 2004 to 2008. Upper photograph indicates 

























Fig. 4-7. Satellite based movements of Bryde’s whale tagged on 20 July 2004 in Tosa bay and 































Fig. 4-8. Relationship between the sighting positions (open circles) and the satellite based 
positions (closed circles) of Bryde’s whale tagged on 20 July 2004. In Tosa bay. Closed 
lines indicate cruise tracks of the research vessel during the chasing for tagged whale. 





















               23 July 2004                               23 July 2004 
Fig. 4-9. Condition of satellite tag attached on a Bryde’s whale (Argos ID: 49482) in Tosa bay 

















Argos ID: 57022 (TB-49)                      Argos ID: 57023 





Argos ID: 57021 (TB-23)                  Argos ID: 57026 (KNR-03) 
Fig. 4-10. Condition of satellite tags attached on Bryde’s whales in Tosa bay and off Nomaike in 
2005. A: Tosa bay on 16 July 2005 (Argos ID: 57022); B: Tosa bay on 16 July 2005 (Argos 
ID : 57023); C: Tosa bay on 20 July 2005 (Argos ID: 57021); D: Off Nomaike on 11 August 














Fig. 4-11. Number of electric wave receptions by the Argos satellite and days from the tags 
attachment on Bryde’s whales in Tosa bay and off Nomaike in 2005. Open bar: Location was 









16 July 2005                                20 July 2005 
Fig. 4-12. Elimination of the tag on a Bryde’s whale (Argos ID: 57023) in Tosa bay. Arrows 
indicate tagging site of the whale. Left photograph: The tag was attached; Right photograph: 












Fig. 4-13. Temporal frequency distribution of the number of electric wave receptions by the Argos 












Fig. 4-14. Frequency distribution of the time interval between the electric wave receptions in 2005 






















































Fig. 4-16. Satellite based movements of Bryde’s whales tagged in 2005 in Tosa bay (Argos ID: 
57022) and off Nomaike (Argos ID: 57025, 57026). Open circles: Positions at the tag 






















Argos ID: 64634                              Argos ID: 64635 





Argos ID: 64636 (TB-08)                      Argos ID: 64636 (TB-08) 






Argos ID: 64637                              Argos ID: 64639 
Fig. 4-17. Condition of satellite tags attached on Bryde’s whales in Tosa bay in 2006 to 2008. A: 24 
July 2006 (Argos ID: 64634); B: 24 July 2006 (Argos ID: 64635); C, D: 25 August 2006 


























Fig. 4-18. Number of electric wave receptions by the Argos satellite and days from the tags 
attachment on Bryde’s whales in Tosa bay in 2006 to 2008. Open bar: Location was obtained; 

























Fig. 4-19. Satellite based movements of Bryde’s whales tagged in 2006 (Argos ID: 63634), 2007 
(Argos ID: 64637) and 2008 (Argos ID: 64639) in Tosa bay. Open circles: Positions at the tag 




































Fig. 4-20. Re-sightings of tagged Bryde’s whales in Tosa bay. White circles indicate the tagging site 
of the whales. A: Tagged on 20 July 2005, and re-sighted on 22 August 2006 (TB-23; Argos ID: 






















Fig. 4-21. Tracking results of the satellite tagged Bryde’s whales in Tosa bay (5 animals) and off 






















































レベルにおいては回遊経路に site fidelity があるためではないかと推察される。 











布するものについては 7 月から 9 月にかけてマイワシ(Sadinops melanostica)、カタクチイ
ワシ(Engraulis japonica)、アジ類（Trachurus）を、また和歌山県沖に分布するものにつ
いては 5 月から 7 月にかけてオキアミ類（Euphausiid simils）、カタクチイワシを捕食し
ていた例が報告されている（Nemoto, 1959）。また西部北太平洋系群については、2000 年
から開始された北西太平洋鯨類捕獲調査(JARPN II)における胃内容物調査によって、5 月
から 6 月にかけてオキアミ類、7 月から 8 月にかけてカタクチイワシを捕食していることが



























 まず、分布回遊について、土佐湾のものは、距岸 15 海里内の沿岸域が分布の主体であり、
同海域に周年を通して分布するのに対し、西部北太平洋系群は、南緯 1 度から北緯 43 度付
近にかけての沖合域を夏季に北上し冬季に南下する緩やかな季節回遊がみられる。体長に
関しては、目視調査では正確な計測はできないが、過去の捕獲物の解析から、東シナ海系
群は西部北太平洋系群に比して 0.6-1.2m ほど小さいとの報告がある(Ohsumi, 1980)。また
ヒゲ板に関しても、東シナ海系群は西部北太平洋系群より細長いとの報告がある











胎児の体長頻度組成の解析から、比較的長い繁殖期を有し、出産時期は 10 月から 3 月の６
















て湾内にほぼ周年分布するものが知られており（Tershy et al., 1990）、オーストラリア西
岸(Chittleborough, 1959)、フィリピン近海、香港沖からも小型のニタリクジラが報告され















湾および野間池沖でみられた個体レベルにおける回遊経路の site fidelity も、このような個
体群の分化に寄与しているものと思われる。 
 ニタリクジラ全体の分類体系について、Wada, et al.(2003)は、mtＤＮＡと頭骨形態の分
析に基づき、Balaenoptela edeni と B. brydei の２種に分類する提唱を行った。前者は後者
より体長が小さく、この点のみに基づけば、本研究で扱った東シナ海系群ないし土佐湾に
みられるものは B. edeni に属するものと思われる。しかしながら、Wada, et al.(2003)では、
世界各洋にみられる両者の分布の実態や、外部形態、生態的特徴などの違いについては明










は、2000 年から第二期北西太平洋鯨類捕獲調査計画のもとに年間 50 頭の捕獲が行われて
いる(GOJ, 2000: 2002)。同系統群については、1996 年に行われた国際捕鯨委員会(ＩＷＣ）
科学委員会の包括的資源評価作業により、1996 年当時の資源水準が初期資源量(1911 年)の
60～80%であることが推定されている(IWC, 1997)。また、資源管理海区として、東経 130
度から 180 度、北緯 10 度から 43 度と、東経 180 度から西経 155 度、北緯 25 度から 43
度の２つのサブエリアからなる海区が設定され、資源量は 20,501 頭（CV=0.34）と推定さ
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図 5-2 に、土佐湾で実施した Photo-ID 調査の結果に基づき、2000 年から 2008 年にかけ
ての調査船 1 日 1 隻当たりの発見頭数の推移を示す。同値は、0.59 頭から 2.55 頭の間で推
移し、年とともに増加ないし減少する傾向は見られなかった。同調査は、操業中の漁船、
遊漁船、ウォッチング船等から随時情報を得つつ任意のコースと船速で探索を行う形であ













には注意が必要であるが、暫定的に試算した来遊頭数(Ni-1)は、3.1 頭から 76 頭の範囲にあ
り、データの得られた 11 年間(1992～2007 年)の平均は 27.3 頭であった。これに土佐湾に
おける識別率 0.45 を乗じると、60.7 頭となり、ライントランセクト法による推定値 53 頭
(CV=0.58)と近い値が得られた。この間の年間加入量(Bi)は、-6.91 から 69.67 の範囲にあっ
た（表 5-2）。経年変化についてみると、1998 年と、2000 年から 2004 年にかけては、新規




















































Table 5-1. Comparison of characteristics between stocks or forms of Bryde’s whales in the southwest 


























Table 5-2. Results of the Jolly-Seber method applied to the photo-ID data (the occurrence data of the 






































Fig. 5-1. Distribution of stocks and migratory routes of Bryde’s whales in the coastal waters off 
southwest Japan, deduced from the results of sighting, photo-identification, and satellite 


















Fig. 5-2. Yearly change in the number of Bryde’s whales sighted per one vessel day searched, 
















Fig. 5-3. Yearly change in abundance and recruitment of Bryde’s whales estimated by the 
Jolly-Seber methods applied to the photo-ID data of Bryde’s whales in Tosa Bay, 1991-2008 





























ライントランセクト法に基づき、春季における来遊量を 53 頭(CV=0.58)と推定した。 
 
６） 鹿児島県南西部の野間池沖では夏季を主体に、下甑島の東岸から野間崎の西方約

















９） 土佐湾で 53 個体（うち有効な形質を持つもの 35 個体）、野間池沖で 26 個体（う








0.61、野間池沖で 0.40 であること、また同一個体が土佐湾では最大 10 年連続して発
見され、野間池沖では 4 年連続して発見されたことを示した。このことから、個体レ
ベルにおいて回遊経路に site fidelity があるものと推察された。 
 
１２） 土佐湾と野間池沖のあいだで、同一個体の再発見が 3 個体認められ、海域間の交
を示す直接的証拠を得た。識別個体数に基づく海域間の混合率は 5.88％と推定された。 
 










１６） 土佐湾で 9 個体、野間池沖で 2 個体に衛星標識を装着し、アルゴス衛星によって、
そのうち 10 個体（土佐湾 8 個体、野間池沖 2 個体）から電波を受信した。位置が特定



















































































































Agler, B.A., Bread, J.A., Bowman, R.S., Corbett, H.D., Frohock, S.W., Hawvermale, M.P., 
Katona, S.K., Sadove, S.S. and Seiot, I.E. 1990. Fin whale (Baraenoptera 
physalus) photographic identification: methodology and preliminary results 
from the western North Atlantic. Rep. Int. Whal. Commn.,(Special issue 12): 
349-356.  
Anderson, J. 1879. Anatomical and Zoological researches: Comprising an account of the  
zoological results of the two expeditions to western Yunnan in 1868 and 1875. 
Bernard Quaritch, London. 2 vols. 
Baba, N., Tanaka, S., Kato, H. and Kasuya, T. 1997. Satellite tracking of bottlenose 
dolphin (Trusiops truncates) and striped dolphin (Stenella coeruleoalba) in 
adjacent waters off the Pacific coast of Japan. Paper SC/49/SM16 presented to 
the IWC Scientific Committee, September 1997 (unpublished). 15pp. 
Best, P. B. 1960. Further information on Bryde’s whale (Balaenoptera edeni Anderson) 
from Saldanha Bay, South Africa. Norsk Hvalfangst-tidende., 49: 201-215. 
Best, P. B. 1977. Two allopatric forms of Bryde’s whale off South Africa. Rep. Int. Whal. 
Commn. (Special Issue 1):10-38. 
Bigg, M.A. 1982. An assessment of killer whale (Orcinus orca) stock off Vancouver 
island, British Columbia. Rep. Int. Whal. Commn, 32:655-666. 
Bigg, M.A., Olesiuk, P.F., Ellis, G.M., Ford, J.K.B. and Balcomb, K.C. 1990. Social 
organization and genealogy of resident killer whales (Orcinus orca) in the 
coastal waters of British Columbia and Washington State. Rep. Int. Whal. 
Commn.,(Special issue 12): 383-405.  
Buckland, S.T., Anderson, D.R., Burnham, K.P. and J.L. Laake. 1993. Distance 
Sampling: Estimating Abundance of Biological Populations. Chapman and Hall, 
New York and London. xii+446pp. 
 171 
Burnham, K.P., Anderson, D., and J.L. Laake. 1980. Estimation of density from line 
transect sampling of biological populations. Wildl. Monogr. 72:1-202. 
Chittleborough, R. G. 1959. Balaenoptera brydei Olsen on the west coast of Australia. 
Norsk Hvalfangst-tidende., 48: 62-66. 
Dizon, A. Lux, C. A., LeDug, R. G. Urban, J., Henshaw M., Baker, C. S., Cipriano, F. and 
R. Brownell. Jr. 1998. Molecular phylogeny of the Bryde’s whale/sei whale 
complex: Separate species status for the pygmy Bryde’s from? Rep. Int. Whal. 
Commn.,47:398. 
Dorsey, E.M. 1983. Exclusive adjoining range in individually identified minke whales 
(Balaenoptera acutorostrata) in Washington State. Can J. Zool. 61:174-81. 
Dorsey, E,M., Stern, S.J. Hoelzel, A.R. and Jacobsen, J. 1990. Minke whales 
(Balaenoptera acutorostrata) from the west coast of North America: individual 
recognition and small-scale site fidelity. Rep. Int. Whal. Commn.,(Special issue 
12): 357-368.  
藤瀬良弘・田村力・板東武治・小西健志・安永玄太. 2004. イワシクジラとニタリクジラ. 鯨
研叢書 No.11. 日本鯨類研究所. 168pp. 
Gaskin, D. E. 1982. The Ecology of whales and dolphins. (訳)大隅清治. 1984. 鯨とイルカ
の生態. 東京大学出版会. 450pp. 
Government of Japan, 2000. Research plan for cetacean studies in the western North 
Pacific under special permit (JARPN II): feasibility study plan for 2000 and 
2001. Paper SC/52/O1 presented to the IWC Scientific Committee, May 2000 
(unpublished). 68pp. 
Government of Japan, 2002. Research plan for cetacean studies in the western North 
Pacific under special permit (JARPN II). Paper SC/54/O2 presented to the IWC 
Scientific Committee, May 2002 (unpublished). 46pp.  
Hammond, P.S. 1986. Estimating the size of naturally marked whale populations using 
 172 
capture-recapture techniques. Rep. Int. Whal. Commn.,(Special issue 8): 
253-282.  
Hammond, P.S. and Donovan, G.P. 1993. Suggestions for draft guidelines for conducting 
surveys and analyzing data. Paper SC/45/O13 presented to the IWC Scientific 
Committee, April 1993 (unpublished). 18pp.  
Hays, R.J. and S.T. Buckland. 1983. Radial distance models for the line transect method. 
Biometrics 39:29-42. 
Hide-Jorgensen, M.P., Kleivance, L., Oien, N., Laidre, K.L. and Jensen, M.V. 2001. A 
new technique for deploying satellite transmitters on baleen whales: Tracking 
a blue whale (Balaenoptera musculus) in the North Atlantic. Mar. Mammal. 
Sci. 17(4): 949-954. 
International Whaling Commission, 1986. Chairman’s report of the thirty-seventh 
annual meeting. Rep. Int. Whal. Commn., 36:10-29. 
International Whaling Commission, 1990. Report of the workshop on individual 
recognition and estimation of cetacean population parameters. Rep. Int. Whal. 
Commn.,(Special issue 12): 3-40.  
International Whaling Commission, 1996. Report of the Sub-Committee on North 
Pacific Bryde’s whales. Rep. Int. Whal. Commn., 46:147-159. 
International Whaling Commission, 1997. Report of the Sun-Committee on North 
Pacific Bryde’s whales. Rep. Int. Whal. Commn., 47:163-168.  
Ivashin, M. V. 1977. Soviet investigations of Cetacea – season 1975 and 1975-76. Rep. 
Int. Whal. Commn., 27:94-97. 
Ivashin, M. V. 1978. Soviet investigations of Cetacea June 1976 to May 1977. Rep. Int. 
Whal. Commn., 28:119-122. 
Japan Meteorological Agency. 1989. Climatic Charts of Sea Surface Temperature of the 
Western North Pacific and the Global Ocean. Japan Meteorological Agency, 
 173 
Tokyo. 77pp. 
Junge, C. G. A. 1950. On a specimen of the rare fin whale, Balaenoptera edeni Anderson, 
stranded on Pulu Sugi near Singapore. Zoologische Verhandelingen., 9:1-26.  
Jurasz, C. M. and Jurasz, V. P. 1979. Feeding modes of the humpback whale, Megaptera 
novaeangliae, in southeast Alaska. Sci. Reps. Whales Res. Inst., 31:69-83. 
笠松不ニ男・宮下富夫. 1991. 鯨とイルカのフィールドガイド. 東京大学出版会. 148pp. 
加藤秀弘. 1993. わくわくウォッチング図鑑 9 クジラ・イルカ. 学習研究社. 140pp. 
加藤秀弘. 2006. 最近の鯨類分類体系と名称. pp.9-12. 加藤秀弘, 大隅清治編: 鯨類生態学
読本. 生物研究社. 219pp. 
Kato, H. 2002. Bryde’s whales. In (Perrin, W. F., Wursig, B. and J. G. M. Thewissen, 
eds.) Encyclopedia of marine mammals. pp.171-177. Academic Press, US. 
Kato, H., Kishino, H. and Y. Fujise, 1990. Some analyses on age composition and 
segregation of southern minke whales using samples obtained from the Japanese 
feasibility study in 1987/88. Rep. Int. Whal. Commn., 40:249-256.  
Kato, H. and M. Yoshioka. 1993. Biological parameters and morphology of Bryde’s 
whales in the western North Pacific, with reference stock identification. 
Document SC/47/NP11 submitted to the Scientific Committee of the 47th IWC. 
19pp. 
Katona, S.K., Baxter, B., Kraus, O., Perkins, J. and Whitehead, H. 1979. Identification 
of humpback whales by fluke photographs. In: H.E. Winn and B.L. Olla (eds), 
Behavior of marine animals. Vol.3. Cetaceans. Plenum Press, New York. 33-44.  
Katona, S.K., and Beard, J.A. 1990. Population size, migrations and feeding 
aggregations of the humpback whale (Megaptera novaeangliae) in the western 
North Atlantic Ocean. Rep. Int. Whal. Commn., (Special Issue 12):295-305. 
Kawamura, A. and Y. Satake, 1976. Preliminary report on the geographical distribution 
of Bryde’s whale in the North Pacific with special reference to the structure of the 
 174 
filtering apparatus. Sci. Rep. Whales Res. Inst., 28:1-35. 
Kishiro, T., Miyahita, T., Wada, S. and Y. Shimadzu, 2000. Catches of sei and Bryde’s 
whales in the Japanese pelagic operations in 1973 and 74. Paper SC/52/RMP8 
presented to the IWC Scientific Committee, May 2000 (unpublished). 13pp. 
Kishiro, T., Mori, K. and Kato, H. 2003. A review of whale watching guidelines in Japan, 
2002. Paper SC/54/WW3 presented to the IWC Scientific Committee, May 2003 
(unpublished). 6pp. 
Kitakado, T., Shimada, H., Okamura, H. and Miyashita, T. 2008. Abundance estimates 
for western North Pacific Bryde's whales and their associated CVs with taking 
the additional variance into account. Paper SC/60/PFI3 presented to the IWC 
Scientific Committee, May 2008 (unpublished). 27pp. 
高知県. 1991. 土佐湾鯨類調査報告書. 28pp. 
高知県. 1995. 1994 年度土佐湾ホェールウォッチング育成事業調査報告書. 111pp. 
高知県. 1996a. 1995 年度土佐湾ホェールウォッチング育成事業調査報告書. 103pp. 
高知県. 1996b. クジラカタログ. 土佐湾ニタリクジラ個体識別台帳 1996. 20pp. 
高知県. 1997. 1996 年度土佐湾ホェールウォッチング育成事業調査報告書. 122pp. 
Laake, J.L., Buckland, S.T., Anderson, D.R. and K.P. Burnham. 1994. DISTANCE 
User’s Guide (Version 2.1). Colorado Cooperative Fish & Wildlife Research Unit, 
Colorado State University, Fort Collins, CO. 84pp. 
Mate, B., Mesecar, R. and Lagerquist, B. 2007. The evolution of satellite-monitored 
radio tags for large whales: One laboratory’s experience. Deep-Sea Research Part 
II. 54:224-247. 
宮下富夫. 1990. 鯨類の資源量推定-現状と問題点-. pp.167-185. 宮崎信之, 粕谷俊雄編: 海
の哺乳類-その過去・現在・未来-. サイエンティスト社. 300pp. 
宮下富夫. 2008. 資源の動向を探る-鯨類目視調査. pp.177-202. 大泰司紀之, 三浦慎悟監修,
加藤秀弘編: 日本の哺乳類学. 3 水生哺乳類. 東京大学出版会. 293pp. 
 175 
Miyashita, T. and F. Kasamatsu, 1985. Population assessment of the western North 
Pacific stock of Bryde’s whales. Rep. Int. Whal. Commn., 35:363-368. 
Miyashita, T., Kishiro, T., Higashi, N., Sato, F., Mori, K. and H. Kato. 1996. Winter 
distribution of Cetaceans in the western North Pacific inferred from sighting 
cruises 1993-1995. Rep. Int. Whal. Commn., 46:437-441. 
森恭一. 1995. 小笠原諸島周辺海域におけるザトウクジラの分布・回遊と系群に関する研究. 
東海大学大学院平成６年度博士論文.129pp. 
森岡孝治. 2000. 土佐湾に於ける観鯨事業. (加藤秀弘編著:ニタリクジラの自然史-土佐湾に
すむ日本の鯨) pp.260-265. 平凡社. 東京. 
中西和夫・徳広幸雄・森岡孝治. 2000. 土佐湾鯨別台帳. (加藤秀弘編著:ニタリクジラの自然
史-土佐湾にすむ日本の鯨) pp.250-259. 平凡社. 東京. 
Nemoto, T. 1959. Food of baleen whales with reference to whale movements. Sci. Rep. 
Whales Res. Inst., 14:149-290. 
Ohsumi, S. 1977. Bryde’s whales in the pelagic whaling ground of the North Pacific. Rep. 
Int. Whal. Commn., (Special Issue 1):140-150. 
Ohsumi, S. 1978. Bryde’s whales in the North Pacific in 1976. Rep. Int. Whal. Commn., 
28:277-280. 
Ohsumi, S. 1979. Bryde’s whales in the North Pacific in 1977. Rep. Int. Whal. Commn., 
29:265-266. 
Ohsumi, S. 1980. Bryde’s whales in the North Pacific in 1978. Rep. Int. Whal. Commn., 
30:315-318. 
Ohsumi, S. 1993. A review on population studies of the North Pacific Bryde’s whale 
stocks. Document SC/47/NP14 submitted to the Scientific Committee of the 47th 
IWC. 35pp. 
Ohsumi, S. and Y. Masaki. 1975. Japanese whale marking in the North Pacific, 
1963-1972. Bull. Far Seas Fish. Res. Lab. 13:171-219. 
 176 
Olsen, O. 1913. On the external characters and biology of Bryde’s whale (Balaenoptera 
brydei), a new rorqual from the coast of South Africa. Proceedings of the 
Zoological Society of London 1913:1073-1090.  
Omura, H. 1959. Bryde’s whale from the coast of Japan. Sci. Rep. Whales Res. Inst., 
14:1-33. 
Omura, H. 1962. Further information on Bryde’s whale from the coast of Japan. Sci. 
Rep. Whales Res. Inst., 16:7-18. 
Omura, H. 1966. Bryde’s whale in the North Pacific. pp.70-78. In: K. S. Norris (eds.) 
Whales, Dolphins, and Porpoises. University of California Press. 
Omura, H. 1977. Review of the Occurrence of Bryde’s whale in the Northwest Pacific. 
Rep. Int. Whal. Commn. (Special Issue 1):88-91. 
Omura, H. and K. Fujino. 1954. Sei whales in the adjacent waters of Japan. II. Further 
studies on the external characters. Sci. Rep. Whales Res. Inst., 9:89-103. 
Omura, H. and T. Nemoto. 1955. Sei whales in the adjacent waters of Japan. III. 
Relation between movement and water temperature of the Sea. Sci. Rep. 
Whales Res. Inst., 10:79-87. 
Omura, H. and S. Ohsumi, 1964. A review of Japanese whale marking in the North 
Pacific to the end of 1962, with some information on marking in the Antarctic. 
Norsk Hvalfangsttid. 54(4):90-112. 
Payne, R., Brazier, O., Dorsey, E.M., Perkins, J.S., Rowntree, V.J., and Titus, A. 1983. 
External features in southern right whales (Eubalaena australis) and their use in 
identifying individuals. Pp.371-445: In: Payne, R (ed.) Communication and 
behavior of whales. AAAS Selected Symposiun 76, Westview Press, Boulder, Co. 
Perrin, W. F., Dolar, M. L. L. and E. Ortega. 1996. Osteological comparison of Bryde’s 
whales from the Philippines with specimens from other regions. Rep. Int. Whal. 
Commn., 46:409-413. 
 177 
Rugh, D.J., Zeh, J.E., Koski, W.R., Baraff, L.S., Miller, G.W. and Shelden, K.E.W. 1998. 
An improved system for scoring photo quality and whale identifiability in aerial 
photographs of bowhead whales. Rep. Int. Whal. Commn. 48:501-512.   
Rice, D. W. 1998. Marine mammals of the World, Systematic and distribution. Society 
for Marine Mammalogy Special Publication 4, Society for Marine Mammalogy, 
Lawrence, KS. 231pp. 
Sears, J.M., Williamson, J.M., Wenzel, F.W., Berube,M., Gendron, D. and Jones, P. 1990. 
Photographic identification of the blue whale (Balaenoptera musculus) in the Gulf 
of St. Lawrence, Canada. Rep. Int. Whal. Commn., (Special Issue 12):335-342. 
Shimada, H. and T. Miyashita, 1994. Analysis of summer distribution of the western 
North Pacific Bryde’s whales using sighting data from 1983 to 1993. Paper 
SC/46/NP5 presented to the IWC Scientific Committee, May 1994 (unpublished). 
6pp.    
Shimada, H. and T. Miyahita, 1995. Estimation of current population size of the 
western North Pacific Bryde’s whale using sightings data from 1988 to 1994. 
Paper SC/47/NP9 presented to the IWC Scientific Committee, May 1995 
(unpublished). 9pp.   
Shimada, H., Okamura, H., Kitakado, T. and Miyashita, T. 2008. Abundance estimate of 
western North Pacific Bryde's whales for the estimation of additional variance 
and CLA application. Paper SC/60/PFI2 presented to the IWC Scientific 
Committee, May 2008 (unpublished). 34pp.    
Soot-Ryen, T. 1961. On a Bryde’s whale stranded on Curacao. Norsk 
Hvalfangst-tidende., 50:323-332. 
田中彰. 1986. IV. イルカ類標識調査技術の開発 2. 人工衛星利用バイオテレメトリー. D. 
放流結果. pp.127-149. 田村保, 大隅清治, 荒井修亮編. 水産庁漁業公害（有害生物駆
除）対策調査検討委員会. 漁業公害（有害生物駆除）対策調査委託事業調査報告書（昭
 178 
和 56～60 年度）. 285pp. 
田中昌一. 1985. 水産資源学総論. 新水産学全集 8. 恒星社厚生閣. 東京. 381pp. 
Tamura, T. and Fujise, Y. 2002. Food habit of Bryde’s whales based on JARPN II. Paper 
SC/54/O17, Appendix 2 presented to the IWC Scientific Committee, May 2002 
(unpublished). 11pp. 
Tershy, B. R., Breese, D. and C. S. Strong. 1990. Abundance, seasonal distribution and 
population composition of Balaenopterid whales in the Canal De Ballenas, Gulf of 
California, Mexico. Rep. Int. Whal. Commn., (Special Issue 12):369-375. 
Tillman, M. F. and J. M. Breiwick, 1983. A note on mark-recapture estimates for North 
Pacific Bryde’s whales. Rep. Int. Whal. Commn., 33:443-445. 
土佐湾ホェールウォッチング推進協議会. 1995. クジラカタログ, 土佐湾ニタリクジラ個体
識別台帳. 土佐湾ホェールウォッチング推進協議会, 高知, 28pp. 
Wada, S. 1989. Latitudinal segregation of the Okhotsk Sea-West Pacific stock of minke 
whales. Rep. Int. Whal. Commn., 39:229-233.  
Wada, S. 1996. Stability of Got-1f frequencies of the western North Pacific stock of 
Bryde’s whales. Rep. Int. Whal. Commn., 46:459-460. 
Wada, S. and K. Numachi. 1991. Allozyme analyses of genetic differentiation among the 
populations and species of the Balaenoptera. Rep. Int. Whal. Commn., (Special 
Issue 13):125-154. 
Wada, S., Oishi, M. and T. Yamada. 2003. A newly discovered species of living baleen 
whale. Nature., 426: 278-281. 
Wursig, B.W. and Jefferson, T.A. 1990. Methods of photo-identification for small 
cetaceans. Rep. Int. Whal. Commn., (Special Issue 12):43-52. 
Wursig, B.W. and Wursig, M. 1977. The photographic determination of group size, 
composition, and stability of coastal porpoises (Tursiops truncates). Science. 
198:755-756. 
 179 
Yoshida, H. and H. Kato. 1999. Phylogenetic relationships of Bryde’s whales in the 
western North Pacific and adjacent waters inferred from mitochondrial DNA 
sequences. Mar. Mamm. Sci., 15:1269-1286. 
Yoshioka, M. 1988. Bryde’s whales taken by the Japanese landbased whaling in the 
Bonin Islands waters, 1981-1987. Paper SC/40/Ba2 presented to the IWC 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1998 年-2005 年 
（KNR-01～KNR-26） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 235 
ＫＮＲ－０１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭が基部より欠損し、残りの一部が右側に傾いている。 
 236 
ＫＮＲ－０２* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後方の体側左側に淡い線状の傷を有する。＊長期の識別には普遍性に欠ける。  
 
 237 
ＫＮＲ－０３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁の基部から３分の１に、下方に向かうＵ字状の深い欠刻を有する。 
 
 238 
ＫＮＲ－０４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭の後縁の基部に小さな欠刻を有する。 
 
 239 
ＫＮＲ－０５* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
比較的丸みを帯びた背鰭。左体側にダルマザメ噛跡１つ。＊長期の識別には普遍性に欠け
る。 
 240 
 
ＫＮＲ－０６* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭の形状が三角形状で先端が後方に伸びる。＊長期の識別には普遍性に欠ける。  
 241 
 
ＫＮＲ－０７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁の付け根に欠刻を有する。欠刻の位置はＫＮＲ-０３より基部に近いところにある。 
 242 
ＫＮＲ－０８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭下の左体側に淡い白斑があり、頭部後方の左右体側にも白斑を有する。 
 243 
ＫＮＲ－０９* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後端基部に微かな欠刻があり、後縁がやや垂直に立っている。＊長期の識別には普遍
性に欠ける。  
 244 
ＫＮＲ－１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁の基部に半円状の欠刻を有し、頭部後方の背面に白斑を有する。 
 245 
ＫＮＲ－１１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁に複雑な形状の切れ込みを有する。 
 
 246 
ＫＮＲ－１２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁の基部に欠刻を有する。  
 
 247 
ＫＮＲ－１３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
雌個体。背鰭の前縁にくぼみを有する。 
 
 248 
ＫＮＲ－１４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁に 2か所の欠刻を有する。 
 249 
ＫＮＲ－１５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭の直下体側にある多数のダルマザメ噛跡による。 
 
 250 
ＫＮＲ－１６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁に欠刻を有し、背鰭先端が後方に細長く伸びる。土佐湾の識別個体ＴＢ-５３と同
一個体。 
 251 
ＫＮＲ－１７* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭の形がやや台形状。＊長期の識別には普遍性に欠ける。  
 
 252 
ＫＮＲ－１８* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭の先端が尖り細く上方に立つ。＊長期の識別には普遍性に欠ける。  
 
 253 
ＫＮＲ－１９* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭前縁がなめらかで比較的鋭角的な形状。＊長期の識別には普遍性に欠ける。 
 
 254 
ＫＮＲ－２０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭の後縁に、四角く縦に長い欠刻を有する。 
 
 255 
ＫＮＲ－２１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁の基部から２分の１にかけて大きな欠刻を有する。 
 
 256 
ＫＮＲ－２２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭の後縁基部が緩やかにえぐれている。土佐湾の識別個体ＴＢ－１７と同一個体。。 
 
 257 
ＫＮＲ－２３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁に縦に長い欠刻を有し、背鰭がやや細長い。 
 258 
ＫＮＲ－２４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁の基部から２分の１より上側に四角い欠刻を有する。 
 259 
ＫＮＲ－２５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭の中央部に小さな凸部があり、背鰭前方の右背面に白斑を有する。 
 
 260 
ＫＮＲ－２６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜個体の特徴＞ 
背鰭後縁の付け根が前縁と平行に深くえぐられている。土佐湾の識別個体ＴＢ－１９と同
一個体。 
